
4

① 1,709 479 1

5

,146 2,715 合計 1,146,400 円
役務費 29,070 円

財
　
源

特定財源 0 0 50 0 委託料 1,067,830 円
使用料及び賃借料 49,500 円

一般財源 1,709 479 1,096 2,715

職員人件費　② 3,086 2,310 1,493 1,507

総事業費（①＋②） 4,795 2,789 2,639 4,222

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0 雑入

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 都市環境

令

基本施策 公園緑地・緑

和

化
施策体系

施策の内容

２

公園の整備・改善

目
　

年

　
　
的

　亀城公園再整

度

備事業における刈谷城

評

復元に

主
た
る
内
容

　ふ

価

るさと納税制度を活用

）

した亀城公園等整
つい

刈

て、事業趣旨の浸透や

谷

市民参加型の事業 備基

市

金への寄附啓発を行う

事

。
の推進を図る。

位
置

務

づ
け

関連計画

根拠法令

事

対象者 市民、市内事業

業

者 事業期間 平成２８年

評

度 ～

実施方法 ■直営　

価

■委託　□指定管理　

シ

□補助・助成　□その

ー

他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実

名

　
績

３０年度実績 元年

担

度実績 ２年度実績 ３年

当

度計画

・ふるさと納税

部

事務 ・ふるさと納税事

都

務 ・ふるさと納税事務

市

・ふるさと納税事務
・

政

寄附啓発活動 ・寄附啓

策

発活動 ・寄附啓発活動

部

・寄附啓発活動

・ふる

一

さと納税制度を活用し

般

た亀城公園等整備基金

会

への寄附啓発に努めた

計

。

成果
・返礼品数が増

亀

加したことから、寄附

城

件数の増加にも繋がっ

公

た。

・本市を代表する

園

人気返礼品の開拓をし

再

ていく必要がある。

課

整

題

指標名称（単位）
実

備

績値 目標値

３０年度 元

計

年度 ２年度 ３年度 ５年

画

度

成果 寄附件数（件）

推

113 101 141 1

進

50 150
指標
活動 寄

事

附金額（円） 3,25

業

3,354 34,93

担

6,564 3,789

当

,802 4,000,

課

000 4,000,0

公

00
指標

他市との
比較

園

検証

緑地課

款 項 目 担当

Ｃ
　
事
　
業
　
コ

係

　
ス
　
ト

単位：千円
３

業

０年度 元年度 ２年度 ３

務

年度 ２年度

（決算） （

係

決算） （決算） （予算

8

） 事業費内訳

事業費　



5

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　全国の多く

令

の自治体が行っている

和

ふるさと納税制度を活

３

・法的業務
普通

用する

年

ことで、刈谷市の魅力

度

をより多くの人に知っ

（

てもら
必要性 ・市民ニ

令

ーズ、社会需要 うこと

和

ができる。
・市民生活

２

上必要である　など

　

年

市の一般財源に依存せ

度

ず、ふるさと納税制度

評

を活用して
・コストの

価

節減、費用対効果
高い

）

刈谷の歴史、城に興味

刈

を持ち、賛同してもら

谷

える方々から
効率性 ・

市

執行体制の効率性 寄附

事

を募っている。
・手段

務

の最適性　など

　ふる

事

さと納税制度の活用は

業

、市が主体となり事業

評

者の協
・市が主体とな

価

って実施する
高い

力を

シ

得て行うものである。

ー

妥当性 　べき事業であ

ト

るか
・総合計画との整

（

合性　など

　刈谷市と

様

事業者が協力し合うこ

式

とで、刈谷市の新たな

２

名

施策への ・施策への

）

貢献度
高い

産、特産品

会

の創出を担っている。

計

　
・目標達成度

貢献度

名

・市民サービスへの効

担

果　など

今後の方向性

当

■拡充　□現状維持　

部

□改善・効率化　□縮

都

小　□終期設定　□休

市

止・廃止

　事業者の協

政

力を得て新たな返礼品

策

を増やしていく。

部

一般会

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

計

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

亀

評
　
価
　
∨

城公園再整備計画推進事業
担当課 公園緑地課

款 項 目 担当係 業務係

8 4



660,572 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 661 0

職員人件費　② 0 0 2,427 0

総事業費（①＋②） 0 0 3,088 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

３

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 公園の整

２

備・改善

目
　
　
　
的

　

年

園内灯をＬＥＤ灯具に

度

取り替えることで、

主

評

た
る
内
容

　園内灯のＬ

価

ＥＤ灯具取替工事を実

）

施し、灯
維持管理経費

刈

及び環境負荷の軽減を

谷

図るとと 具は10年間

市

（令和3年3月～令和

事

13年2月）のリ
もに

務

、夜間における公園利

事

用者の安全性を確 ース

業

契約を結ぶ。
保する。

評

　　　　　

位
置
づ
け

関

価

連計画

根拠法令 都市公

シ

園法

対象者 市民 事業期

ー

間 令和２年度 ～ 令和２

ト

年度

実施方法 ■直営　

（

■委託　□指定管理　

様

□補助・助成　□その

式

他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　
実

都

　
績

３０年度実績 元年

市

度実績 ２年度実績 ３年

政

度計画

　 　 ・園内灯8

策

09基のＬＥＤ化 　
　

部

　 　
　 　 　
　 　 　
　　

一

　――――――― 　　

般

　――――――― 　　

会

　―――――――

　園

計

内灯をＬＥＤ灯具に交

園

換することで、維持管

内

理経費と環境負荷の軽

灯

減に繋がると伴に、夜

Ｌ

間における公園利用者

Ｅ

の安

成果
全性を確保す

Ｄ

ることができた。

課題

化

指標名称（単位）
実績

事

値 目標値

３０年度 元年

業

度 ２年度 ３年度 ５年度

担

成果 公園や緑地が充実

当

していると思う市民の

課

割合（％） 66.0 ―

公

72.3 80.0 80

園

.0
指標
活動
指標

他市

緑

との
比較検証

地課

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事

管

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

理

：千円
３０年度 元年度

係

２年度 ３年度 ２年度

（

8

決算） （決算） （決算

4

） （予算） 事業費内訳

5

事業費　① 0 0 661 0 合計 660,572 円
使用料及び賃借料



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　園内灯は主に水銀灯

令

を使用しており、水銀

和

に関する水俣
・法的業

３

務
高い

条約により令和

年

2年12月31日以降

度

、製造及び輸出入が禁

（

止と
必要性 ・市民ニー

令

ズ、社会需要 なるため

和

、取替えが必要である

２

。
・市民生活上必要で

年

ある　など

　省電力仕

度

様のLED灯具に交換

評

することで、二酸化炭

価

素排出
・コストの節減

）

、費用対効果
高い

量と

刈

消費電力量が削減され

谷

、環境負荷の軽減と電

市

気料の削
効率性 ・執行

事

体制の効率性 減効果は

務

高い。
・手段の最適性

事

　など

　市民が安全に

業

利用できるように適正

評

に維持管理を行うこ
・

価

市が主体となって実施

シ

する
高い

とは、公園管

ー

理者である市が主体と

ト

なって実施すべき事業

（

妥当性 　べき事業であ

様

るか である。
・総合計

式

画との整合性　など

　

２

園内灯を適正に維持管

）

理することにより、夜

会

間における

施策への ・

計

施策への貢献度
高い

公

名

園利用者の安全を確保

担

し、安心・安全なまち

当

づくりの推
・目標達成

部

度 進に寄与する。
貢献

都

度 ・市民サービスへの

市

効果　など

今後の方向

政

性 □拡充　□現状維持

策

　□改善・効率化　□

部

縮小　■終期設定　□

一

休止・廃止

　LED化

般

が技術的に困難な灯具

会

についても、可能な限

計

りLED化を推進する

園

することで、電気料等

内

の経費負担の軽減や二

灯

酸化炭素排出量の削減

Ｌ

を図る。

ＥＤ化

Ｃ

事

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

業

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

担

∨

当課 公園緑地課

款 項 目 担当係 管理係

8 4 5



憩施設として復元整備された。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,992 20,938 35,924 750 合計 35,924,420 円
旅費 1,720 円

財
　
源

特定財源 0 0 24,938 0 委託料 35,922,700 円

一般財源 5,992 20,938 10,986 750

職員人件費　② 2,700 3,466 1,867 1,130

総事業費（①＋②） 8,692 24,404 37,791 1,880

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0 前年度繰越金

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

３

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

歴史・文化財
施策体系

和

施策の内容 刈谷城址の

２

整備

目
　
　
　
的

　老朽

年

化の激しい園内施設の

度

更新、既存桜の

主
た
る

評

内
容

　刈谷城の復元に

価

向けた、石垣や建造物

）

の構
土壌改良、樹木の

刈

伐採、歴史的建造物の

谷

整備 造や工法に対する

市

調査、検討を行う。
等

事

を行い、本市の歴史や

務

文化にふれることが
で

事

きる開放的で心地の良

業

い空間の創出を図る｡

評

位
置
づ
け

関連計画 第２

価

次緑の基本計画　第２

シ

次観光推進基本計画　

ー

刈谷市立地適正化計画

ト

根拠法令 都市公園法

対

（

象者 市民 事業期間 平成

様

２０年度 ～

実施方法 ■

式

直営　■委託　□指定

１

管理　□補助・助成　

）

□その他

会計名 担当部 都市

Ｂ
　
事
　

政

業
　
実
　
績

３０年度実

策

績 元年度実績 ２年度実

部

績 ３年度計画

・熊本城

一

等事例調査 ・熊本城等

般

事例調査 ・実施設計に

会

向けた調査検討 ・関係

計

機関との協議
・整備に

亀

向けた課題の整理 ・実

城

施設計に向けた調査検

公

討 ・発掘調査
・事業の

園

啓発 ・事業の啓発
・子

再

亀池の浚渫

・実施設計

整

に向けて、発掘調査を

備

行うとともに、関係法

事

令への対応を踏まえた

業

工法・構造の検討を行

担

った。

成果

・刈谷城復

当

元の早期実現に向けて

課

実施設計を見据えた過

公

程の中で、関係法令へ

園

の対応など課題の解決

緑

を図る必要がある｡

課

地

題

指標名称（単位）
実

課

績値 目標値

３０年度 元

款

年度 ２年度 ３年度 ５年

項

度

成果 公園や緑地が充

目

実していると思う市民

担

の割合（％） 66.0

当

― 72.3 80.0 8

係

0.0
指標
成果
指標

・

工

西尾市では、西尾市歴

務

史公園内に隅櫓、鍮石

係

門、天守台石垣、丑寅

8

櫓石垣、二之丸丑寅櫓

4

及び土塀が復元
他市と

5

の 　整備された。
比較検証 ・岡崎市では、岡崎公園内に東隅櫓を休



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市の歴史と文化を次

令

世代に継承し、刈谷の

和

魅力や個性を
・法的業

３

務
高い

高め、ふるさと

年

刈谷への愛着と誇りを

度

培うことが、定住促
必

（

要性 ・市民ニーズ、社

令

会需要 進や持続可能な

和

まちづくりに寄与する

２

ため、公園の再整備
・

年

市民生活上必要である

度

　など を行うとともに

評

、施設の老朽化の対策

価

を進める必要がある
。

）

　学識経験者を含めた

刈

専門委員会を組織して

谷

、歴史的建造
・コスト

市

の節減、費用対効果
普

事

通
物等の整備に対して

務

、史実に忠実な復元を

事

目指し、適正な
効率性

業

・執行体制の効率性 整

評

備を図っていく。また

価

寄附の啓発を積極的に

シ

行う。
・手段の最適性

ー

　など

　第７次総合計

ト

画にて、「亀城公園の

（

整備とあわせ、隅櫓
・

様

市が主体となって実施

式

する
高い

や城門、石垣

２

などの復元の推進」が

）

位置づけられている。

会

妥当性 　べき事業であ

計

るか 　第２次緑の基本

名

計画の拠点となる緑の

担

充実において、歴
・総

当

合計画との整合性　な

部

ど 史的な景観を重視し

都

た城址公園としての再

市

整備を推進する
ととも

政

に、機能の拡充を図っ

策

ていくと明記されてい

部

る。
　亀城公園の再整

一

備は、総合計画の施策

般

に直接貢献すると

施策

会

への ・施策への貢献度

計

高い
ともに、市のまち

亀

づくりや未来の刈谷市

城

を担う人材の育成
・目

公

標達成度 につながる事

園

業である。
貢献度 ・市

再

民サービスへの効果　

整

など 　園内の一部にお

備

いて再整備を行った結

事

果、桜まつりの来
園者

業

数が増加している。

今

担

後の方向性 □拡充　■

当

現状維持　□改善・効

課

率化　□縮小　□終期

公

設定　□休止・廃止

　

園

関係法令への対応をは

緑

じめとした課題を解決

地

するとともに、実施設

課

計を行っていく。

款 項 目 担

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

当

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

係

評
　
価
　
∨

工務係

8 4 5



位）
実績値 目標値

３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ５年度

成果 公園や緑地が充実していると思う市民の割合（％） 66.0 ― 72.3 80.0 80.0
指標
成果 来場者数（万人） 848 810 531 800 850
指標

他のハイウェイオアシスの来場者数（令和元年度）
他市との ・各務原市　国営木曽三川公園（国施設）（463.1万人）
比較検証 ・豊田市　鞍ケ池公園（116.3万人）

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 22,140 153,507 115,636 803,937 合計 115,635,554 円
需用費 5,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 66,975 594,753 委託料 17,029,100 円
工事請負費 30,336,900 円

一般財源 22,140 153,507 48,661 209,184 公有財産購入費 41,589,500 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 0 3,466 3,733 4,143 交付金 5,350,000 円
補償、補填及び賠

総事業費（①＋②） 22,140 156,973 119,369 8

Ｄ

08,080 償金 21

　

,325,054 円

　

建
設
事
業

全体事業費（

　

単位：千円） 0 ２年度

Ｏ

特定財源名称

２年度ま

　

での累積事業費 0 社会

　

資本整備総合交付金（

∧

国
）

４年度以降の事業

　

費見込 0 前年度繰越金

　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

３

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 公園の整

２

備・改善

目
　
　
　
的

　

年

伊勢湾岸自動車道の刈

度

谷パーキング施設と

主

評

た
る
内
容

○第1、第2

価

、第3駐車場の改修
一

）

体となった新たなアミ

刈

ューズメント空間の ○

谷

第二期整備区域の整備

市

（駐車場、広場）
創出

事

を行い、合わせて岩ヶ

務

池や周辺の森林を ○第

事

三期整備区域の拡張整

業

備（歩道橋、駐車
活か

評

した「自然とふれあい

価

、遊び、学ぶ」場 　場

シ

）
を創出する。

位
置
づ

ー

け

関連計画 第２次緑の

ト

基本計画　第２次観光

（

推進基本計画

根拠法令

様

都市公園法

対象者 市民

式

事業期間 平成５年度 ～

１

実施方法 ■直営　■委

）

託　□指定管理　■補

会

助・助成　□その他

計名 担当部 都市政策

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

部

３０年度実績 元年度実

一

績 ２年度実績 ３年度計

般

画

・都市計画の変更、

会

都市計画 ・第二期整備

計

区域の駐車場基 ・第1

岩

、第2、第3駐車場改

ケ

修実・第1、第2、第

池

3駐車場改修工
　事業

公

の認可 　本設計 　施設

園

計 　事
・社会資本総合

整

整備計画の変 ・第三期

備

整備区域の拡張整備 ・

事

第三期拡張区域駐車場

業

修正 ・第三期拡張区域

担

駐車場整備
　更資料作

当

成 　（用地取得、物件

課

移転補償)　実施設計

公

　工事
・第1、第2、

園

第3駐車場改修基 ・横

緑

断歩道橋整備工事 ・横

地

断歩道橋整備工事
　本

課

設計 ・第三期整備区域

款

の整備（用
・横断歩道

項

橋修正設計 　地取得）

目

・第三期拡張区域駐車

担

場修正
　基本設計

・駐

当

車場の再整備等の設計

係

を行うとともに横断歩

工

道橋整備工事に着手す

務

ることができた。

成果

係

・公園利用者に対する

8

工事の影響を最小限に

4

抑えるよう、スマート

5

インターチェンジの整備と調整する必要がある。

課題

指標名称（単



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　岩ヶ池周辺において

令

公園整備を行うことに

和

より、年々減
・法的業

３

務
高い

少している緑の

年

保全を図るとともに、

度

本公園は本市を代表
必

（

要性 ・市民ニーズ、社

令

会需要 する施設となっ

和

ており、本市のレクリ

２

エーションや交流の
・

年

市民生活上必要である

度

　など 場、観光の拠点

評

として、魅力的な空間

価

づくりを目指してい
く

）

必要がある。
　社会資

刈

本整備総合交付金の活

谷

用により事業費を確保

市

する
・コストの節減、

事

費用対効果
高い

ととも

務

に、既存樹木の活用や

事

地形の改変抑制など、

業

現況特
効率性 ・執行体

評

制の効率性 性を生かし

価

た整備によりコスト縮

シ

減を図っていく。
・手

ー

段の最適性　など

　第

ト

７次総合計画の観光施

（

策では、市の観光の核

様

となる施
・市が主体と

式

なって実施する
高い

設

２

に位置付けるとともに

）

、第２次刈谷市緑の基

会

本計画では
妥当性 　べ

計

き事業であるか 拠点と

名

なる緑の充実のため、

担

周辺の自然環境やパー

当

キング
・総合計画との

部

整合性　など エリアの

都

機能を生かし、レクリ

市

エーション拠点として

政

の機
能の拡充を位置付

策

けている。
　刈谷ハイ

部

ウェイオアシスとして

一

、年間８００万人を超

般

え

施策への ・施策への

会

貢献度
高い

る利用者が

計

あり、本市の観光や産

岩

業をＰＲする場となっ

ケ

て
・目標達成度 いるほ

池

か、イベント開催等に

公

より、市民の交流・活

園

動の場
貢献度 ・市民サ

整

ービスへの効果　など

備

を提供しており、目標

事

達成における中心的な

業

公園となって
いる。

今

担

後の方向性 ■拡充　□

当

現状維持　□改善・効

課

率化　□縮小　□終期

公

設定　□休止・廃止

　

園

都市計画決定面積約４

緑

１．７ｈａの内、開設

地

面積約１０．９ｈａで

課

あり、整備効果を維持

款

向上するにはスマート

項

イ
ンターチェンジの整

目

備に伴う駐車場の整備

担

を推進するとともに拡

当

張整備を推進していく

係

必要がある。

工務係

8

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

4

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

5

価
　
∨



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 2,259 5,024 5,000 合計 5,024,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 2,259 5,024 5,000 交付金 5,024,000 円

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 1,350 1,348 1,307 1,318

総事業費（①＋②） 1,350 3,607 6,331 6,318

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0 あいち森と緑づくり都市緑化
推進事業費補助金（県）

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

３

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 緑化の推

２

進

目
　
　
　
的

　民有地

年

の緑化事業及び街路樹

度

の再生に関す

主
た
る
内

評

容

　愛知県が行うあい

価

ち森と緑づくり都市緑

）

化
る事業を行い、市民

刈

の緑化意識及び市内の

谷

緑 推進事業を活用し、

市

民有地で行う比較的規

事

模
化の向上を図る。 の

務

大きな生垣設置及び屋

事

上、壁面、空地緑化
に

業

対し補助を行う。

位
置

評

づ
け

関連計画 第2次緑

価

の基本計画

根拠法令 あ

シ

いち森と緑づくり都市

ー

緑化推進事業交付金交

ト

付要綱他

対象者 市民、

（

事業者 事業期間 平成２

様

１年度 ～

実施方法 ■直

式

営　□委託　□指定管

１

理　■補助・助成　□

）

その他

会計名 担当部 都市

Ｂ
　
事
　
業

政

　
実
　
績

３０年度実績

策

元年度実績 ２年度実績

部

３年度計画

・民有地の

一

大規模緑化　0件 ・民

般

有地の大規模緑化　2

会

件 ・民有地の大規模緑

計

化　3件 ・民有地の大

緑

規模緑化　3件

・パン

の

フレットを配布し、補

街

助制度の周知を図った

並

ことにより申請件数が

み

増加した。

成果

・本事

推

業は、非常に大規模な

進

民有地緑化への補助事

事

業であり、より使いや

業

すい制度となるよう県

担

との調整が必要である

当

。

課題

指標名称（単位

課

）
実績値 目標値

３０年

公

度 元年度 ２年度 ３年度

園

５年度

成果 緑や自然を

緑

身近に感じることがで

地

きると思う市民の 61

課

.8 ― 67.4 70.

款

0 70.0
指標 割合（

項

％）
成果 身近な場所で

目

花や木など緑を育てて

担

いる市民の割合 54.

当

9 ― 61.6 80.0

係

80.0
指標 （％）

他

業

市との
比較検証

務係

8 4 6



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　緑化推進都市の宣言

令

を掲げる本市が、緑創

和

出の一環とし
・法的業

３

務
普通

て取り組んでい

年

る大規模な緑化事業へ

度

の補助や街路樹の再
必

（

要性 ・市民ニーズ、社

令

会需要 生は、市街地緑

和

化の一層の推進を図る

２

ためにも必要性があ
・

年

市民生活上必要である

度

　など る事業である。

評

　県支出金などで助成

価

金を積極的かつ有効に

）

利用すること
・コスト

刈

の節減、費用対効果
普

谷

通
により、市の予算で

市

行うのと同等の成果を

事

上げることがで
効率性

務

・執行体制の効率性 き

事

る。また、街路樹再生

業

において、生育が比較

評

的遅く、害
・手段の最

価

適性　など 虫に強い樹

シ

種を選定することによ

ー

り、剪定や薬剤散布に

ト

要
する年間維持管理料

（

の軽減が期待できる。

様

　民間が行う規模が比

式

較的大きい緑化事業や

２

、市が管理地
・市が主

）

体となって実施する
高

会

い
である街路樹の再生

計

事業には、高額な費用

名

を要するため、
妥当性

担

　べき事業であるか そ

当

の費用を補助・予算化

部

したり、統一性のある

都

樹種選定を
・総合計画

市

との整合性　など 行う

政

ためにも、市の主体的

策

な関与が必要である。

部

　民有地の緑化事業に

一

対する補助や街路樹の

般

再生は、市民

施策への

会

・施策への貢献度
普通

計

生活や通行者の視覚に

緑

潤いや癒しを与えたり

の

、市民の緑化
・目標達

街

成度 意識の高揚に働き

並

かけるもので、新たな

み

緑地の創出に貢献
貢献

推

度 ・市民サービスへの

進

効果　など するもので

事

ある。

今後の方向性 ■

業

拡充　□現状維持　□

担

改善・効率化　□縮小

当

　□終期設定　□休止

課

・廃止

　開発等による

公

市街地の多くの部分を

園

占める民有地の緑が減

緑

少しているなかで、新

地

たな緑化余地の少ない

課

既成市街地
では、建築

款

物の屋上や壁面等の緑

項

化や良好な景観を形成

目

する街路樹の再生が有

担

効であると考えられる

当

。平成31年度に
補助

係

要件の一部緩和が行わ

業

れた事により、申請件

務

数の増加が見込まれる

係

。

8 4 6

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨



80.0
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 40,969 85,190 41,958 48,763 合計 41,958,485 円
報償費 1,282,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 需用費 1,983,062 円
役務費 692,195 円

一般財源 40,969 85,190 41,958 48,753 委託料 25,541,340 円
使用料及び賃借料

職員人件費　② 1,697 2,079 2,203 2,825 12,459,888 円

総事業費（①＋②） 42,666 87,269 44,161 51,588

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

３

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 都市環境

基本施策 公

令

園緑地・緑化
施策体系

和

施策の内容 公園の整備

２

・改善

目
　
　
　
的

　児

年

童遊園内の施設の維持

度

管理を行い、利用

主
た

評

る
内
容

　児童遊園内の

価

施設点検、樹木選定、

）

清掃、
者の安全性の確

刈

保と快適性の維持を図

谷

る。 便槽保守管理業務

市

を行う。

位
置
づ
け

関連

事

計画

根拠法令 児童福祉

務

法、刈谷市児童遊園条

事

例

対象者 市民 事業期間

業

～

実施方法 ■直営　■

評

委託　□指定管理　□

価

補助・助成　□その他

シート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

計

績

３０年度実績 元年度

名

実績 ２年度実績 ３年度

担

計画

市内の児童遊園等

当

を2区域に　・市内の

部

児童遊園等を2区域に

都

市内の児童遊園等を2

市

区域に　・市内の児童

政

遊園等を2区域に
分け

策

て、園内清掃、樹木の

部

　 　分けて、園内清掃

一

、樹木の 分けて、園内

般

清掃、樹木の　 　分け

会

て、園内清掃、樹木の

計

剪定、除草、便所清掃

児

、巡　 　剪定、除草、

童

便所清掃、巡 剪定、除

遊

草、便所清掃、巡　 　

園

剪定、除草、便所清掃

管

、巡
視点検を年間管理

理

委託にて　 　視点検を

事

年間管理委託にて 視点

業

検を年間管理委託にて

担

　 　視点検を年間管理

当

委託にて
実施した。 　

課

実施した。 実施した。

公

　実施予定。
・奥町屋

園

児童遊園土地購入 ・便

緑

所清掃の拡充
　　　　

地

　　　　　　1,24

課

5㎡

・児童遊園等の維

款

持管理を年間委託で行

項

い、良好な状態を維持

目

した。

成果
・異常箇所

担

の早期発見、早期対応

当

を行った。

・より質の

係

高い管理を実施するに

管

は、園内除草の回数を

理

増加する必要がある。

係

課題

指標名称（単位）

3

実績値 目標値

３０年度

2

元年度 ２年度 ３年度 ５

1

年度

成果 公園や緑地が充実していると思う市民の割合（％） 66.0 ― 72.3 80.0



費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

３

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 都市環境

基本施策 公

令

園緑地・緑化
施策体系

和

施策の内容 公園の整備

２

・改善

目
　
　
　
的

　児

年

童遊園内の老朽化や破

度

損した施設の改修

主
た

評

る
内
容

　児童遊園内の

価

施設改修を行う。
を行

）

い、利用者の安全性及

刈

び快適性の維持向
上を

谷

図る。

位
置
づ
け

関連計

市

画

根拠法令 児童福祉法

事

、刈谷市児童遊園条例

務

対象者 市民 事業期間 ～

事

実施方法 ■直営　■委

業

託　□指定管理　□補

評

助・助成　□その他

価シート （様式１）

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

会

３０年度実績 元年度実

計

績 ２年度実績 ３年度計

名

画

　 　 ・伊勢倉児童遊

担

園遊具等改修 　
　 　 　

当

　 　 　
　 　 　
　　　―

部

―――――― 　　　―

都

―――――― 　　　―

市

――――――

・児童遊

政

園施設の改修を実施し

策

、利用者の安全性を確

部

保した。

成果

・施設の

一

老朽化に伴い、修繕が

般

必要な箇所が増加して

会

いる。

課題

指標名称（

計

単位）
実績値 目標値

３

児

０年度 元年度 ２年度 ３

童

年度 ５年度

活動 公園や

遊

緑地が充実していると

園

思う市民の割合（％）

改

66.0 ― 72.3 8

修

0.0 80.0
指標
活

事

動
指標

他市との
比較検

業

証

担当課 公園緑地課

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

款

ス
　
ト

単位：千円
３０

項

年度 元年度 ２年度 ３年

目

度 ２年度

（決算） （決

担

算） （決算） （予算）

当

事業費内訳

事業費　①

係

0 0 1,781 0 合計

管

1,780,900 

理

円
工事請負費 1,78

係

0,900 円

財
　
源

3

特定財源 0 0 0 0

一般

2

財源 0 0 1,781 0

1

職員人件費　② 0 0 1,307 0

総事業費（①＋②） 0 0 3,088 0

建
設
事
業

全体事業



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,046 5,134 5,112 4,630 合計 5,111,700 円
需用費 2,607,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 2,504,700 円

一般財源 4,046 5,134 5,112 4,630

職員人件費　② 1,543 1,925 1,307 2,072

総事業費（①＋②） 5,589 7,059 6,419 6,702

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

３

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 都市環境

基本施策 公

令

園緑地・緑化
施策体系

和

施策の内容 公園の整備

２

・改善

目
　
　
　
的

　老

年

朽化や破損した施設の

度

維持補修を行い、

主
た

評

る
内
容

　劣化等により

価

不具合が生じた児童遊

）

園内の
利用者の安全性

刈

及び快適性の維持向上

谷

を図る｡ 施設全般（遊

市

具、フェンスなど）の

事

補修を行
う。

位
置
づ
け

務

関連計画  

根拠法令 児

事

童福祉法、刈谷市児童

業

遊園条例

対象者 市民 事

評

業期間 ～

実施方法 ■直

価

営　■委託　□指定管

シ

理　□補助・助成　□

ー

その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業

名

　
実
　
績

３０年度実績

担

元年度実績 ２年度実績

当

３年度計画

老朽化や破

部

損した児童遊園施 老朽

都

化や破損した児童遊園

市

施 老朽化や破損した児

政

童遊園施 老朽化や破損

策

した児童遊園施
設の修

部

繕及び補修 設の修繕及

一

び補修 設の修繕及び補

般

修 設の修繕及び補修
・

会

寺西遊園遊具修繕 ・奥

計

町屋児童遊園他キャラ

児

ク ・八幡児童遊園他キ

童

ャラク
・西境児童遊園

遊

防球ネット修 　タート

園

イレ塗装修繕 　タート

補

イレ塗装修繕
  繕 ・

修

新栄児童遊園ブランコ

事

修繕 ・上池児童遊園滑

業

り台更新
　他 　他 　他

担

・児童遊園施設の修繕

当

を実施し、利用者の安

課

全性、快適性が向上し

公

た。

成果

・施設の老朽

園

化に伴い、修繕の必要

緑

な箇所が増加している

地

。

課題

指標名称（単位

課

）
実績値 目標値

３０年

款

度 元年度 ２年度 ３年度

項

５年度

成果 公園や緑地

目

が充実していると思う

担

市民の割合（％） 66

当

.0 ― 72.3 80.

係

0 80.0
指標

 
指標

管

 
他市との
比較検証

理係

3 2 1



8,975 119,189 合計 118,975,120 円
役務費 5,049,220 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 113,925,900 円

一般財源 113,417 114,686 118,975 119,189

職員人件費　② 2,855 2,850 2,576 2,072

総事業費（①＋②） 116,272 117,536 121,551 121,261

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

３

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 緑地・緑

２

道の整備

目
　
　
　
的

　

年

街路樹、街園の維持管

度

理を行い、都市景観

主

評

た
る
内
容

　街路樹、街

価

園の清掃、除草、剪定

）

、病害虫
の維持を図る

刈

。 駆除等の管理業務を

谷

行う。

位
置
づ
け

関連計

市

画 第2次緑の基本計画

事

根拠法令 道路法

対象者

務

市民 事業期間 ～

実施方

事

法 ■直営　■委託　□

業

指定管理　□補助・助

評

成　□その他

価シート （様式１

Ｂ
　

）

事
　
業
　
実
　
績

３０年

会

度実績 元年度実績 ２年

計

度実績 ３年度計画

市内

名

の街路樹、街園を5区

担

域に市内の街路樹、街

当

園を5区域に市内の街

部

路樹、街園を5区域に

都

市内の街路樹、街園を

市

5区域に
わけ、維持管

政

理を年間管理委 わけ、

策

維持管理を年間管理委

部

わけ、維持管理を年間

一

管理委 わけ、維持管理

般

を年間管理委
託にて実

会

施した。 託にて実施し

計

た。 託にて実施した。

街

託にて実施予定。

・樹

路

木剪定や草刈を行い、

樹

良好な街路樹管理を実

街

施した。

成果

・既存樹

園

木の成長に伴い、剪定

管

の必要性が増加してい

理

る。

課題

指標名称（単

事

位）
実績値 目標値

３０

業

年度 元年度 ２年度 ３年

担

度 ５年度

成果 緑や自然

当

を身近に感じることが

課

できると思う市民の 6

公

1.8 ― 67.3 70

園

.0 70.0
指標 割合

緑

（％）
 

指標
 

他市と

地

の
比較検証

課

款 項 目 担当係 管

Ｃ
　
事
　

理

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

係

千円
３０年度 元年度 ２

8

年度 ３年度 ２年度

（決

4

算） （決算） （決算）

3

（予算） 事業費内訳

事業費　① 113,417 114,686 11



2,072

総事業費（①＋②） 5,333 7,050 5,273 5,872

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

３

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 緑地・緑

２

道の整備

目
　
　
　
的

　

年

街路樹、街園の樹木植

度

替え等を行い、都市

主

評

た
る
内
容

　街路樹、街

価

園の樹木の植替え、補

）

植を行う｡
景観の維持

刈

と、快適な空間の形成

谷

を図る。

位
置
づ
け

関連

市

計画 第2次緑の基本計

事

画

根拠法令 道路法

対象

務

者 市民 事業期間 ～

実施

事

方法 ■直営　■委託　

業

□指定管理　□補助・

評

助成　□その他

価シート （様式１

Ｂ

）

　
事
　
業
　
実
　
績

３０

会

年度実績 元年度実績 ２

計

年度実績 ３年度計画

・

名

市道1-400号線他

担

街路樹等 ・市道01-

当

30号線他街路樹等 ・

部

市道01-2号線他街

都

路樹等 ・市道2-39

市

0号線他街路樹等
　補

政

修 　補修 　補修 　補修

策

・枯損街路樹の補植や

部

植替えを行い、良好な

一

都市景観を維持した。

般

成果

課題

指標名称（単

会

位）
実績値 目標値

３０

計

年度 元年度 ２年度 ３年

街

度 ５年度

成果 緑や自然

路

を身近に感じることが

樹

できると思う市民の 6

街

1.8 ― 67.3 70

園

.0 70.0
指標 割合

補

（％）
 

指標
 

他市と

修

の
比較検証

事業
担当課 公園緑

Ｃ
　
事
　

地

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

課

千円
３０年度 元年度 ２

款

年度 ３年度 ２年度

（決

項

算） （決算） （決算）

目

（予算） 事業費内訳

事

担

業費　① 3,790 5

当

,125 3,966 3

係

,800 合計 3,96

管

5,500 円
工事請

理

負費 3,965,50

係

0 円

財
　
源

特定財源

8

0 0 0 0

一般財源 3,

4

790 5,125 3,

3

966 3,800

職員人件費　② 1,543 1,925 1,307



4

5 700

建
設
事
業

全体

5

事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 都市環境

令

基本施策 公園緑地・緑

和

化
施策体系

施策の内容

２

緑化の推進

目
　
　
　
的

年

　目的

主
た
る
内
容

　主

度

たる内容
　上位・関連

評

計画である刈谷市総合

価

計画、都 　第３次刈谷

）

市緑の基本計画の策定

刈

に向けて
市計画マスタ

谷

ープランの改定に伴い

市

、第２次 前年度に設定

事

した基本方針などを踏

務

まえ、目
刈谷市緑の基

事

本計画を改定すること

業

で、緑豊 標の設定や施

評

策の検討を行い、計画

価

を策定・
かなまちづく

シ

りを、上位計画に即し

ー

計画的に 公表する。
推

ト

進するために指針を作

（

成する。

位
置
づ
け

関連

様

計画

根拠法令

対象者 事

式

業期間 ～

実施方法 □直

１

営　□委託　□指定管

）

理　□補助・助成　□

会

その他

計名 担当部 都市政

Ｂ
　
事
　
業

策

　
実
　
績

３０年度実績

部

元年度実績 ２年度実績

一

３年度計画

　 　 　 　
　

般

　 　 　
　 　 　 　
　 　 　

会

　
　　　――――――

計

― 　　　――――――

第

― 　　　――――――

３

― 　　　――――――

次

―

成果

課題

指標名称（

刈

単位）
実績値 目標値

３

谷

０年度 元年度 ２年度 ３

市

年度 ５年度

活動
指標
活

緑

動
指標

他市との
比較検

の

証

基本計画策定事業

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

担

ス
　
ト

単位：千円
３０

当

年度 元年度 ２年度 ３年

課

度 ２年度

（決算） （決

公

算） （決算） （予算）

園

事業費内訳

事業費　①

緑

0 3,190 2,01

地

5 700 合計 2,01

課

5,200 円
委託料

款

2,015,200 

項

円

財
　
源

特定財源 0 0

目

0 0

一般財源 0 3,1

担

90 2,015 700

当

職員人件費　② 0 0 0

係

0

総事業費（①＋②）

8

0 3,190 2,01



証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 371,106 384,044 501,288 585,209 合計 501,288,453 円
報償費 6,557,500 円

財
　
源

特定財源 9,423 9,813 8,654 7,619 需用費 27,171,572 円
役務費 7,909,892 円

一般財源 361,683 374,231 492,634 577,590 委託料 320,993,370 円
使用料及び賃借料

職員人件費　② 4,629 5,006 4,666 5,462 26,780,981 円
原材料費 581,438 円

総事業費（①＋②） 375,735 389,050 505,954 590,671 公有財産購入費
111,265,000 円

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称 公課費 28,700 円

２年度までの累積事業費 0 公園使用料、行政財産目的外
使用料、土地建物貸付収入、

４年度以降の事業費見込 0 光熱水費実費徴収金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

３

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 公園の整

２

備・改善

目
　
　
　
的

　

年

公園施設の維持管理を

度

行い、利用者の安全

主

評

た
る
内
容

　公園内の施

価

設点検、樹木剪定、清

）

掃、便槽
性の確保と快

刈

適性の維持を図る。 保

谷

守管理業務を行う。

位

市

置
づ
け

関連計画  

根拠

事

法令 都市公園法、刈谷

務

市都市公園条例

対象者

事

市民 事業期間 ～

実施方

業

法 ■直営　■委託　□

評

指定管理　□補助・助

価

成　□その他

シート （様式１）

Ｂ
　

会

事
　
業
　
実
　
績

３０年

計

度実績 元年度実績 ２年

名

度実績 ３年度計画

市内

担

の公園等を11区域に

当

分 市内の公園等を11

部

区域に分 ・市内の公園

都

等を11区域に分 ・市

市

内の公園等を11区域

政

に分
け、園内清掃、樹

策

木の剪定、 け、園内清

部

掃、樹木の剪定、 け、

一

園内清掃、樹木の剪定

般

、 　け、園内清掃、樹

会

木の剪定
除草、便所清

計

掃、巡視点検を 除草、

公

便所清掃、巡視点検を

園

除草、便所清掃、巡視

管

点検を 　定、除草、便

理

所清掃、巡視
年間管理

事

委託にて実施した。 年

業

間管理委託にて実施し

担

た。 年間管理委託にて

当

実施した。 　点検を年

課

間管理委託にて実
・田

公

地池広場土地購入　9

園

35㎡　施予定。
・便

緑

所清掃の拡充

・公園等

地

の維持管理を年間委託

課

で行い、良好な状態を

款

維持した。

成果
・異常

項

箇所の早期発見、早期

目

対応を行った。

・田地

担

池広場の土地を購入し

当

借地の解消ができた。

係

・より質の高い管理を

管

実施するには、除草の

理

回数を増加させる必要

係

がある。

課題

指標名称

8

（単位）
実績値 目標値

4

３０年度 元年度 ２年度

5

３年度 ５年度

成果 公園

業

や緑地が充実している

務

と思う市民の割合（％

係

） 66.0 ― 72.3 80.0 80.0
指標

指標
 

他市との
比較検



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 21,937 25,415 26,669 37,910 合計 26,669,170 円
需用費 12,149,170 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 14,520,000 円

一般財源 21,937 25,415 26,669 37,910

職員人件費　② 3,086 3,081 2,800 4,708

総事業費（①＋②） 25,023 28,496 29,469 42,618

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　
Ｌ

３

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 都

（

市環境

基本施策 公園緑

令

地・緑化
施策体系

施策

和

の内容 公園の整備・改

２

善

目
　
　
　
的

　老朽化

年

や破損した施設の維持

度

補修により、

主
た
る
内

評

容

　劣化等により不具

価

合が生じた公園内の施

）

設
公園利用者の安全性

刈

及び快適性の維持向上

谷

を 全般（遊具、フェン

市

スなど）の補修、修繕

事

を
図る。 行う。

位
置
づ

務

け

関連計画  

根拠法令

事

都市公園法、刈谷市都

業

市公園条例

対象者 市民

評

事業期間 ～

実施方法 ■

価

直営　■委託　□指定

シ

管理　□補助・助成　

ー

□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　

名

業
　
実
　
績

３０年度実

担

績 元年度実績 ２年度実

当

績 ３年度計画

老朽化や

部

破損した公園施設の 老

都

朽化や破損した公園施

市

設の 老朽化や破損した

政

公園施設の 老朽化や破

策

損した公園施設の
修繕

部

及び補修 修繕及び補修

一

修繕及び補修 修繕及び

般

補修
・小垣江公園複合

会

遊具修繕 ・じない公園

計

他キャラクター ・大日

公

公園他キャラクター ・

園

小山公園他キャラクタ

補

ー
・猿渡公園複合遊具

修

修繕   トイレ塗装修

事

繕   トイレ塗装修繕

業

  トイレ塗装修繕
　

担

他 ・総合運動公園園路

当

舗装修繕 ・逢妻川桜づ

課

つみ樹木植替 ・総合運

公

動公園
　他 ・森前公園

園

樹木植替 　排水ポンプ

緑

取替
　他 ・猿渡公園四

地

阿補修
　他

・公園施設

課

の修繕等を実施し、利

款

用者の安全性を確保し

項

た。

成果

・施設の老朽

目

化に伴い、修繕の必要

担

な箇所が増加している

当

。

課題

指標名称（単位

係

）
実績値 目標値

３０年

管

度 元年度 ２年度 ３年度

理

５年度

成果 公園や緑地

係

が充実していると思う

8

市民の割合（％） 66

4

.0 ― 72.3 80.

5

0 80.0
指標

 
指標

 
他市との
比較検証



てきてい

る。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ５年度

成果  プール利用者（人） 70,990 65,312 44,105 70,000 70,000
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 74,751 74,589 74,240 74,644 合計 74,240,481 円
需用費 1,900,800 円

財
　
源

特定財源 20,290 18,058 11,048 17,620 役務費 29,681 円
委託料 72,310,000 円

一般財源 54,461 56,531 63,192 57,024

職員人件費　② 3,279 3,273 3,173 3,578

総事業費（①＋②） 78,030 77,862 77,413 78,222

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度ま

Ｄ

での累積事業費 0 公園

　

使用料
行政財産目的外

　

使用料

４年度以降の事

　

業費見込 0

Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

洲原公園レクリエーション施設管理運営事

業

令和３年

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

度

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

（

事
　
業
　
概
　
要

総合計

令

画
分野 都市環境

基本施

和

策 公園緑地・緑化
施策

２

体系
施策の内容 公園の

年

整備・改善

目
　
　
　
的

度

　指定管理者による民

評

間のノウハウを活用し

価

主
た
る
内
容

　指定管理

）

者による洲原レクリエ

刈

ーション施
た管理運営

谷

を行い、プールやテニ

市

スコートな 設（温水プ

事

ール、ロッジ、テニス

務

コート・ク
どレクリエ

事

ーションの場を提供す

業

る。 ラブハウス、デイ

評

キャンプ場）の管理運

価

営全
般を行う。

位
置
づ

シ

け

関連計画  

根拠法令

ー

地方自治法

対象者 市民

ト

事業期間 平成１７年度

（

～

実施方法 ■直営　□

様

委託　■指定管理　□

式

補助・助成　□その他

１）

会計名 担当部 都

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

市

績

３０年度実績 元年度

政

実績 ２年度実績 ３年度

策

計画

プール利用者　7

部

0,990人 プール利

一

用者　65,312人

般

プール利用者　44,

会

105人 プール利用者

計

　70,000人
ロッ

担

ジ利用者　3,741

当

人 ロッジ利用者　3,

課

067人 ロッジ利用者

公

　　 444人 ロッジ

園

利用者　3,000人

緑

テニスコート利用者 

地

19,413人テニス

課

コート利用者 17,

款

952人テニスコート

項

利用者 10,177

目

人テニスコート利用者

担

 20,000人

・ア

当

ルコール消毒液や飛沫

係

防止ビニールシートを

業

受付に設置するなど、

務

新型コロナウイルス感

係

染拡大防止に向けた対

8

策を

成果
徹底し、安全

4

な管理運営体制を構築

5

することができた。

・緊急事態宣言等の発令に伴い施設の一時閉鎖を行ったことから、利用者数は例年に比べ激減しているが、徐々に回復し

てきている。

・施設がオープンして20年以上経過しており、老朽化が著しい温水プールや洲原ロッジなどの改修が必要になっ



工

人）

務係

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 76,471 102,082 92,104 93,721 合計 92,103,932 円
需用費 2,910,600 円

財
　
源

特定財源 21,964 26,934 21,284 21,810 役務費 81,332 円
委託料 89,112,000 円

一般財源 54,507 75,148 70,820 71,911

職員人件費　② 4,051 4,043 3,920 3,955

総事業費（①＋②） 80,522 106,125 96,024 97,676

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0 公園使用料
行政財産目的外使用料

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 都市環

令

境

基本施策 公園緑地・

和

緑化
施策体系

施策の内

２

容 公園の整備・改善

目

年

　
　
　
的

　指定管理者

度

による民間のノウハウ

評

を活用し

主
た
る
内
容

　

価

指定管理者による岩ケ

）

池公園の管理運営全
た

刈

管理運営を行い、多様

谷

な余暇活動や健康増 般

市

を行う。
進の場を提供

事

する。

位
置
づ
け

関連計

務

画  

根拠法令 地方自治

事

法

対象者 市民 事業期間

業

平成１６年度 ～

実施方

評

法 ■直営　□委託　■

価

指定管理　□補助・助

シ

成　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　

計

事
　
業
　
実
　
績

３０年

名

度実績 元年度実績 ２年

担

度実績 ３年度計画

刈谷

当

ハイウェイオアシス来

部

場 刈谷ハイウェイオア

都

シス来場 刈谷ハイウェ

市

イオアシス来場 刈谷ハ

政

イウェイオアシス来場

策

者数　848.4万人

部

者数　809.9万人

一

者数　530.5万人

般

者数　800万人

・ア

会

ルコール消毒液の設置

計

やスタッフのマスク着

岩

用など、新型コロナウ

ケ

イルス感染拡大防止に

池

向けた対策を徹底し、

公

安全

成果
な管理運営体

園

制を構築することがで

管

きた。

・緊急事態宣言

理

等の発令に伴い施設の

運

一時閉鎖を行ったこと

営

から、来場者数は例年

事

に比べ激減しているが

業

、徐々に回復し

てきて

担

いる。

・遊具等に補修

当

箇所が増え始め、その

課

安全な管理のために対

公

応が必要である。

・猛

園

暑など天候により来場

緑

者数が大きく左右され

地

る。
課題

指標名称（単

課

位）
実績値 目標値

３０

款

年度 元年度 ２年度 ３年

項

度 ５年度

成果 来場者数

目

（万人） 848 810

担

531 800 850
指

当

標
 

指標
他のハイウェ

係

イオアシスの来場者数

業

（令和元年度）
他市と

務

の ・各務原市　国営木

係

曽三川公園（国施設）

8

（463.1万人）
比

4

較検証 ・豊田市　鞍ケ

5

池公園（116.3万



係

170,000 180

業

,000
指標

 
指標

 

務

他市との
比較検証

係

8 4 5

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 46,235 46,938 47,077 46,652 合計 47,076,760 円
需用費 1,496,000 円

財
　
源

特定財源 1,662 1,541 1,319 1,616 役務費 21,760 円
委託料 45,559,000 円

一般財源 44,573 45,397 45,758 45,036

職員人件費　② 3,665 3,658 3,546 3,578

総事業費（①＋②） 49,900 50,596 50,623 50,230

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0 公園使用料
行政財産目的外使用料

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和３

Ｐ
　

年

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

度

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

（

業
　
概
　
要

総合計画
分

令

野 都市環境

基本施策 公

和

園緑地・緑化
施策体系

２

施策の内容 公園の整備

年

・改善

目
　
　
　
的

　指

度

定管理者による民間の

評

ノウハウを活用し

主
た

価

る
内
容

　指定管理者に

）

よるフローラルガーデ

刈

ンよさ
た管理運営を行

谷

い、多様な余暇活動や

市

健康増 みの管理運営全

事

般を行う。
進活動の場

務

を提供する。

位
置
づ
け

事

関連計画  

根拠法令 地

業

方自治法

対象者 市民 事

評

業期間 平成１９年度 ～

価

実施方法 ■直営　□委

シ

託　■指定管理　□補

ー

助・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

担

３０年度実績 元年度実

当

績 ２年度実績 ３年度計

部

画

フローラルガーデン

都

よさみ来 フローラルガ

市

ーデンよさみ来 フロー

政

ラルガーデンよさみ来

策

フローラルガーデンよ

部

さみ来
場者数　177

一

,635人 場者数　1

般

53,104人 場者数

会

　120,864人 場

計

者数　170,000

フ

人
(プラザ、記念館の

ロ

利用者数) (プラザ、

ー

記念館の利用者数) (

ラ

プラザ、記念館の利用

ル

者数) (プラザ、記念

ガ

館の利用者数)

・アル

ー

コール消毒液の設置や

デ

スタッフのマスク着用

ン

など、新型コロナウイ

よ

ルス感染拡大防止に向

さ

けた対策を徹底し、安

み

全

成果
な管理運営体制

管

の構築をすることがで

理

きた。

・緊急事態宣言

運

等の発令に伴い施設の

営

一部閉鎖を行ったこと

事

から、来場者数は減っ

業

ているが、来園者が楽

担

しめる各種イベ

ント（

当

ガーデンマルシェ、文

課

化教室等）を開催する

公

ことができた。

・施設

園

がオープンして15年

緑

が経過し、施設の老朽

地

化がみられる。

課題

指

課

標名称（単位）
実績値

款

目標値

３０年度 元年度

項

２年度 ３年度 ５年度

成

目

果  来場者数（人） 1

担

77,635 153,

当

104 120,864



4

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

5

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 13,855 3,655 5,270 1,400 合計 5,270,100 円
需用費 495,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 3,685,000 円
備品購入費 1,090,100 円

一般財源 13,855 3,655 5,270 1,400

職員人件費　② 1,736 1,733 1,680 1,695

総事業費（①＋②） 15,591 5,388 6,950 3,095

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 都市環境

令

基本施策 公園緑地・緑

和

化
施策体系

施策の内容

２

公園の整備・改善

目
　

年

　
　
的

　洲原温水プー

度

ル等の施設において、

評

老朽化

主
た
る
内
容

　洲

価

原温水プール等におけ

）

る施設の修繕及び
や破

刈

損した施設の修繕及び

谷

更新を行い、利用 更新

市

を行う。
者の安全性及

事

び快適性の維持向上を

務

図る。

位
置
づ
け

関連計

事

画

根拠法令

対象者 市民

業

事業期間 ～

実施方法 ■

評

直営　■委託　□指定

価

管理　□補助・助成　

シ

□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　

計

業
　
実
　
績

３０年度実

名

績 元年度実績 ２年度実

担

績 ３年度計画

・プール

当

貯水槽給水設備修繕 ・

部

大プール循環自動弁修

都

繕 ・プール事務所、ロ

市

ビー非常 ・温水器の部

政

品取替修繕
・プールエ

策

ントランス改修工 ・更

部

衣室空調機器設置工事

一

　照明修繕 ・電話設備

般

の取替修繕
　事 ・プー

会

ルクリーナー購入 ・プ

計

ールろ材交換
・プール

洲

ギャラリー硝子取替 ・

原

プールコースロープ購

温

入
　工事 ・プールカバ

水

ーシート購入
・ロッジ

プ

屋上防水改修工事
・台

ー

車購入

・設備の改修や

ル

交換等を行ったことで

設

、利用者の安全性が向

備

上した。

成果

・施設が

更

オープンして20年以

新

上経過しており、老朽

事

化が著しい温水プール

業

や洲原ロッジなどの改

担

修が必要になってきて

当

い

る。
課題

指標名称（

課

単位）
実績値 目標値

３

公

０年度 元年度 ２年度 ３

園

年度 ５年度

成果 プール

緑

利用者（人） 70,9

地

90 65,312 44

課

,105 70,000

款

70,000
指標

指標

項

他市との
比較検証

目 担当係 業務係

8

Ｃ



務

財源 0 0 0 0

一般財源

係

6,367 0 825 2

8

,100

職員人件費　

4

② 3,086 0 1,6

5

80 1,695

総事業費（①＋②） 9,453 0 2,505 3,795

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和３

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 都

令

市環境

基本施策 公園緑

和

地・緑化
施策体系

施策

２

の内容 公園の整備・改

年

善

目
　
　
　
的

　フロー

度

ラルガーデンよさみに

評

おいて、老朽

主
た
る
内

価

容

　フローラルガーデ

）

ンよさみにおける施設

刈

の
化や破損した施設の

谷

維持補修等を行うこと

市

に 修繕及び更新を行う

事

。
より、公園利用者の

務

安全性及び快適性の向

事

上
を図る。

位
置
づ
け

関

業

連計画

根拠法令

対象者

評

事業期間 ～

実施方法 □

価

直営　□委託　□指定

シ

管理　□補助・助成　

ー

□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　

名

業
　
実
　
績

３０年度実

担

績 元年度実績 ２年度実

当

績 ３年度計画

・防犯カ

部

メラ設備補修工事 　 ・

都

依佐美送信所記念館内

市

空調 ・温室換気窓補修

政

工事
　 設置工事
　
　
　

策

　　―――――――

・

部

依佐美送信所記念館内

一

にガイドボランティア

般

専用の活動スペースを

会

確保することにより、

計

利用者の利便性向上に

フ

繋がっ

成果
た。

・施設

ロ

がオープンして15年

ー

が経過し、施設の老朽

ラ

化がみられる。

課題

指

ル

標名称（単位）
実績値

ガ

目標値

３０年度 元年度

ー

２年度 ３年度 ５年度

成

デ

果 来場者数(人) 17

ン

7,635 153,1

よ

04 120,864 1

さ

70,000 180,

み

000
指標
活動
指標

他

補

市との
比較検証

修事業
担当課 公園

Ｃ
　

緑

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

地

位：千円
３０年度 元年

課

度 ２年度 ３年度 ２年度

款

（決算） （決算） （決

項

算） （予算） 事業費内

目

訳

事業費　① 6,36

担

7 0 825 2,100

当

合計 825,000 

係

円
工事請負費 825,

業

000 円

財
　
源

特定



年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 7,361 29,795 62,554 33,500 合計 62,553,500 円
役務費 46,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 2,229,700 円
工事請負費 60,277,800 円

一般財源 7,361 29,795 62,554 33,500

職員人件費　② 1,929 1,925 2,800 3,202

総事業費（①＋②） 9,290 31,720 65,354 36,702

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

３

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 都市環境

基本施策 公

令

園緑地・緑化
施策体系

和

施策の内容 公園の整備

２

・改善

目
　
　
　
的

　市

年

民に親しまれ、憩いの

度

場となる公園とす

主
た

評

る
内
容

　公園内の老朽

価

化した施設の改修をす

）

るとと
るため公園内の

刈

施設の充実を図る。 も

谷

に、新規施設を設置す

市

る。

位
置
づ
け

関連計画

事

 

根拠法令 都市公園法

務

対象者 市民 事業期間 ～

事

実施方法 ■直営　■委

業

託　□指定管理　□補

評

助・助成　□その他

価シート （様式１）

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

会

３０年度実績 元年度実

計

績 ２年度実績 ３年度計

名

画

・いずみ公園防球ネ

担

ット設置 ・幸公園広場

当

改修 ・洲原テニスコー

部

ト改修 ・金山広場グラ

都

ウンド改修
・富士塚公

市

園四阿設置 ・一色公園

政

広場改修 ・総合運動公

策

園トイレ改修 ・猿渡公

部

園調整池舗装
・金山広

一

場下水道接続 ・時ケ堀

般

公園防球ネット設置 ・

会

狩野公園四阿改修 ・い

計

ずみ公園防球ネット設

公

置
・西中根公園防球ネ

園

ット設置 ・森下公園防

施

球ネット設置 　他
　他

設

　他

・公園施設の新設

設

及び改修により、公園

置

利用者の安全性、利便

事

性が向上した。

成果
・

業

洲原テニスコートをオ

担

ムニコートに改修し利

当

便性が向上した。

・公

課

園利用が多様化してお

公

り、その対応が必要で

園

ある。

課題

指標名称（

緑

単位）
実績値 目標値

３

地

０年度 元年度 ２年度 ３

課

年度 ５年度

成果 公園や

款

緑地が充実していると

項

思う市民の割合（％）

目

66.0 ― 72.3 8

担

0.0 80.0
指標

 

当

指標
 

他市との
比較検

係

証

管理係

8 4 5

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 50,989 35,706 62,444 63,000 合計 62,443,700 円
需用費 29,487,700 円

財
　
源

特定財源 26,500 21,000 23,000 24,000 工事請負費 32,956,000 円

一般財源 24,489 14,706 39,444 39,000

職員人件費　② 4,629 4,236 2,427 2,072

総事業費（①＋②） 55,618 39,942 64,871 65,072

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0 社会資本整備総合交付金(国)
公共施設維持保全基金繰入金

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市環境

基本施

令

策 公園緑地・緑化
施策

和

体系
施策の内容 公園の

２

整備・改善

目
　
　
　
的

年

　公園施設長寿命化計

度

画に基づき、要改修と

評

主
た
る
内
容

　長寿命化

価

計画に基づく公園施設

）

の予防保全･
判断され

刈

た公園施設の更新を行

谷

うと共に、予 修繕及び

市

更新を行う。
防保全管

事

理による延命化を行う

務

ことで、施設
の安全性

事

確保と機能保全を図り

業

、併せて維持
管理費用

評

の縮減や平準化を図る

価

。

位
置
づ
け

関連計画 第

シ

2次緑の基本計画　刈

ー

谷市公共施設等総合管

ト

理計画

根拠法令 都市公

（

園法

対象者 市民 事業期

様

間 平成２２年度 ～ 令和

式

１１年度

実施方法 ■直

１

営　■委託　□指定管

）

理　■補助・助成　□

会

その他

計名 担当部 都市政

Ｂ
　
事
　
業

策

　
実
　
績

３０年度実績

部

元年度実績 ２年度実績

一

３年度計画

・施設更新

般

　　　　　12公園 ・

会

施設更新　12公園 ・

計

施設更新　 4公園 ・

都

施設更新　 7公園
・

市

施設修繕　　　　　 

公

8公園 ・施設修繕　1

園

6公園 ・施設修繕　2

施

9公園 ・施設修繕　2

設

3公園
・長寿命化計画

更

策定　27公園

・老朽

新

化した施設の更新や延

事

命化を図る修繕を行い

業

、安全性確保と機能保

担

全を図ることができた

当

。

成果
　

・長寿命化計

課

画を策定する対象公園

公

の追加に伴い、更新等

園

を行う施設が増加して

緑

いる。

課題

指標名称（

地

単位）
実績値 目標値

３

課

０年度 元年度 ２年度 ３

款

年度 ５年度

成果 公園や

項

緑地が充実していると

目

思う市民の割合（％）

担

66.0 ― 72.3 8

当

0.0 80.0
指標

指

係

標
　

他市との
比較検証

管理係

8 4 5



件費　② 3,086 0 1,493 1,507

総事業費（①＋②） 87,969 0 7,066 11,507

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市環境

基本施

令

策 公園緑地・緑化
施策

和

体系
施策の内容 公園の

２

整備・改善

目
　
　
　
的

年

　公園周辺の施設整備

度

などを行い、公園利用

評

主
た
る
内
容

　亀城公園

価

周辺の施設の整備や魅

）

力的な景観
者の利便性

刈

や安全性等の向上を図

谷

る。 の創出を行う。

位

市

置
づ
け

関連計画 第2次

事

緑の基本計画

根拠法令

務

対象者 市民 事業期間 平

事

成２６年度 ～

実施方法

業

■直営　■委託　□指

評

定管理　□補助・助成

価

　■その他

シート （様式１）

Ｂ
　
事

会

　
業
　
実
　
績

３０年度

計

実績 元年度実績 ２年度

名

実績 ３年度計画

・臨時

担

駐車場の整備 　 ・駐車

当

場案内看板の設置 ・桜

部

並木の整備　
・亀城公

都

園周辺の道路整備 　
　

市

　
　　　――――――

政

―

・駐車場案内看板を

策

設置したことにより公

部

園利用者の利便性の向

一

上を図ることができた

般

。

成果

・事業を実施す

会

るには、関連する他事

計

業と調整する必要があ

亀

る。

課題

指標名称（単

城

位）
実績値 目標値

３０

公

年度 元年度 ２年度 ３年

園

度 ５年度

成果 公園や緑

周

地が充実していると思

辺

う市民の割合（％） 6

整

6.0 － 72.3 80

備

.0 80.0
指標

指標

事

他市との
比較検証

業
担当課 公園緑地

Ｃ

課

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

款

単位：千円
３０年度 元

項

年度 ２年度 ３年度 ２年

目

度

（決算） （決算） （

担

決算） （予算） 事業費

当

内訳

事業費　① 84,

係

883 0 5,573 1

工

0,000 合計 5,5

務

72,600 円
工事

係

請負費 5,572,6

8

00 円

財
　
源

特定財

4

源 0 0 0 0

一般財源 8

5

4,883 0 5,573 10,000

職員人



国施設）（463.1万人）
比較検証 ・豊田市　鞍ケ池公園（116.3万人）

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 35,352 0 114,477 25,000 合計 114,477,000 円
需用費 10,191,500 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 104,285,500 円

一般財源 35,352 0 114,477 25,000

職員人件費　② 3,086 0 1,120 1,507

総事業費（①＋②） 38,438 0 115,597 26,507

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

３

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 公園の整

２

備・改善

目
　
　
　
的

　

年

岩ケ池公園において、

度

老朽化や破損した施

主

評

た
る
内
容

　劣化等によ

価

り不具合が生じた施設

）

の更新や
設を改修し、

刈

安全性及び快適性の維

谷

持向上を 修繕を行う。

市

図る。

位
置
づ
け

関連計

事

画 第2次緑の基本計画

務

　第2次観光推進基本

事

計画

根拠法令 都市公園

業

法

対象者 市民 事業期間

評

～

実施方法 ■直営　■

価

委託　□指定管理　□

シ

補助・助成　□その他

ート （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

名

績

３０年度実績 元年度

担

実績 ２年度実績 ３年度

当

計画

・健康遊具ゾーン

部

改修 － ・高速側駐車場

都

舗装修繕 ・大型有料遊

市

具修繕
・セントラルプ

政

ラザウッド　 ・大型複

策

合遊具修繕 ・幼児用遊

部

具ゾーン補修
　デッキ

一

改修 ・林間遊具ゾーン

般

遊具改修 ・有料遊具ゾ

会

ーン舗装補修
・親水広

計

場フェンス設置 ・エス

岩

カレーター修繕
・有料

ケ

遊具ゾーンテント設置

池

　他
・幹線移設

・高速

公

側駐車場舗装や大型複

園

合遊具などを改修する

改

ことで、利用者の安全

修

性の確保や利便性の向

事

上を図ることができた

業

。

成果

・開園から１５

担

年以上経過し老朽化が

当

進むとともに利用者の

課

ニーズも多様化してお

公

り、来園者を持続的に

園

確保するために

利用者

緑

のニーズにあわせた改

地

修を順次進めていく必

課

要がある。
課題

指標名

款

称（単位）
実績値 目標

項

値

３０年度 元年度 ２年

目

度 ３年度 ５年度

成果 公

担

園や緑地が充実してい

当

ると思う市民の割合（

係

％） 66.0 － 72.

工

3 80.0 80.0
指

務

標
成果 来場者数（万人

係

） 848 810 531

8

800 850
指標

他の

4

ハイウェイオアシスの

5

来場者数（令和元年度）
他市との ・各務原市　国営木曽三川公園（



4

合計 7,016,36

5

7 円
積立金 7,016,367 円

財
　
源

特定財源 5,068 36,178 5,556 2,526

一般財源 235 490 1,460 0

職員人件費　② 1,350 1,348 1,307 1,318

総事業費（①＋②） 6,653 38,016 8,323 3,844

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0 亀城公園等整備基金積立金利
子

４年度以降の事業費見込 0 公園事業費寄附金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 都市環境

令

基本施策 公園緑地・緑

和

化
施策体系

施策の内容

２

公園の整備・改善

目
　

年

　
　
的

　亀城公園の再

度

整備を行うとともに、

評

歴史博

主
た
る
内
容

　亀

価

城公園等整備基金に寄

）

附金等を編入する｡
物

刈

館の建設及びその周辺

谷

施設を整備し、自然
に

市

親しみながら刈谷市の

事

歴史に触れることが
で

務

きる魅力ある場所に整

事

備するために積み立
て

業

を行う。

位
置
づ
け

関連

評

計画  

根拠法令 刈谷市

価

亀城公園等整備基金条

シ

例

対象者 市民 事業期間

ー

平成２１年度 ～

実施方

ト

法 ■直営　□委託　□

（

指定管理　□補助・助

様

成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　

部

事
　
業
　
実
　
績

３０年

都

度実績 元年度実績 ２年

市

度実績 ３年度計画

・寄

政

附金　　 2,948

策

,173円 ・寄附金　

部

　 33,976,1

一

65円 ・寄附金　　 

般

 2,776,133

会

円 寄附金と運用収入を

計

基金に組
・運用収入　

亀

 2,354,850

城

円 ・運用収入　  2

公

,691,693円 ・

園

運用収入　  4,2

等

40,234円 み入れ

整

る。

・寄附金等を亀城

備

公園等整備基金に繰り

基

入れた。

成果
・令和3

金

年3月末積立額　1,

積

666,731,44

立

5円

 

課題

指標名称（

事

単位）
実績値 目標値

３

業

０年度 元年度 ２年度 ３

担

年度 ５年度

 
指標

 
指

当

標
 

他市との
比較検証

課 公園緑地課

款 項 目

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

担

　
ト

単位：千円
３０年

当

度 元年度 ２年度 ３年度

係

２年度

（決算） （決算

業

） （決算） （予算） 事

務

業費内訳

事業費　① 5

係

,303 36,668

8

7,016 2,526



指標名称（単位）
実績値 目標値

３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ５年度

成果 身近な場所で、花や木など緑を育てている市民の割 54.9 ― 61.6 80.0 80.0
指標 合(％)

 
指標

・岡崎市では、空地（駐車場）緑化2件、壁面緑化1件に対して補助実績あり。（令和２年度）
他市との ・安城市では、生垣設置2件に対して補助実績あり。（令和２年度）
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ２年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,461 1,591 1,450 2,600 合計 1,450,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 1,461 1,591 1,450 2,600 交付金 1,450,000 円

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 1,350 1,348 1,307 1,318

総事業費（①＋②） 2,811 2,939 2,757 3,918

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0 都市緑化基金助成金
都市緑化基金積立金利子

４年度以降の事業費見込 0 緑化推進基金繰入金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

３

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 緑化の推

２

進

目
　
　
　
的

　緑化推

年

進基金の運用益を利用

度

して、民有地

主
た
る
内

評

容

　民有地で行う生垣

価

設置及び屋上、壁面緑

）

化
緑化の補助を行い、

刈

民有地の緑化を推進す

谷

る に対しての補助並び

市

に指定樹木等への補助

事

を
。 行う。

位
置
づ
け

関

務

連計画 第2次緑の基本

事

計画

根拠法令 刈谷市緑

業

化推進補助金交付要綱

評

、刈谷市樹木等保存要

価

綱

対象者 市民、事業者

シ

事業期間 平成２１年度

ー

～

実施方法 ■直営　□

ト

委託　□指定管理　■

（

補助・助成　□その他

様式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

部

績

３０年度実績 元年度

都

実績 ２年度実績 ３年度

市

計画

・生垣設置　　　

政

　　  1件 ・生垣設

策

置　　　　　  2件

部

・生垣設置　　　　　

一

  1件 ・生垣設置　

般

　　　　  4件
・屋

会

上緑化　　　　　　0

計

件 ・屋上緑化　　　　

民

　　0件 ・屋上緑化　

有

　　　　　0件 ・屋上

地

緑化　　　　　　1件

緑

・壁面緑化　　　　　

化

  0件 ・壁面緑化　

推

　　　　  1件 ・壁

進

面緑化　　　　　  

事

0件 ・壁面緑化　　　

業

　　  1件
・指定樹

担

木　　　  1,18

当

4本 ・指定樹木　　　

課

  1,155本 ・指

公

定樹木　　　  1,

園

154本 ・指定樹木　

緑

　　  1,250本

地

・指定樹林　    

課

 55,400㎡ ・指

款

定樹林　     5

項

4,800㎡ ・指定樹

目

林　     54,

担

800㎡ ・指定樹林　

当

     60,00

係

0㎡

・指定樹木、指定

業

樹林を保存することが

務

でき、緑化の推進に一

係

定の成果があった。

成

8

果

・補助制度の周知を

4

図るとともに、より効

6

果を発揮させるには、制度の検討を実施していく必要がある。

課題



4 6

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 都市環境

令

基本施策 公園緑地・緑

和

化
施策体系

施策の内容

２

緑化の推進

目
　
　
　
的

年

　愛知県植樹祭に合わ

度

せグリーンフェスティ

評

主
た
る
内
容

　70周年

価

記念事業として、グリ

）

ーンフェステ
バルを開

刈

催することで、賑わい

谷

を創出すると ィバルを

市

開催する。
ともに、緑

事

化啓発活動を通して市

務

民の緑化意
識の向上を

事

図る。

位
置
づ
け

関連計

業

画

根拠法令

対象者 事業

評

期間 ～

実施方法 □直営

価

　□委託　□指定管理

シ

　□補助・助成　□そ

ー

の他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　

名

実
　
績

３０年度実績 元

担

年度実績 ２年度実績 ３

当

年度計画

　 ・スケジュ

部

ールの策定 中止 　
　 ・

都

広報用チラシの作成 　

市

　 　
　 　
　　　―――

政

―――― 　　　―――

策

――――

成果

課題

指標

部

名称（単位）
実績値 目

一

標値

３０年度 元年度 ２

般

年度 ３年度 ５年度

活動

会

指標
活動
指標

他市との

計

比較検証

グリ－ンフェステ

Ｃ
　
事
　
業

ィ

　
コ
　
ス
　
ト

単位：千

バ

円
３０年度 元年度 ２年

ル

度 ３年度 ２年度

（決算

事

） （決算） （決算） （

業

予算） 事業費内訳

事業

担

費　① 0 901 73 0

当

合計 73,000 円

課

報償費 73,000 

公

円

財
　
源

特定財源 0 0

園

0 0

一般財源 0 901

緑

73 0

職員人件費　②

地

0 963 933 0

総事

課

業費（①＋②） 0 1,

款

864 1,006 0

建

項

設
事
業

全体事業費（単

目

位：千円） 0 ２年度特

担

定財源名称

２年度まで

当

の累積事業費 0

４年度

係

以降の事業費見込 0

業務係

8



料 1,485,000 円

財
　
源

特定財源 571 314 203 104

一般財源 868 975 1,282 1,495

職員人件費　② 926 1,155 933 942

総事業費（①＋②） 2,365 2,444 2,418 2,541

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0 松くい虫防除事業費補助金(
県)

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

３

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 都市環境

基本施策 公

令

園緑地・緑化
施策体系

和

施策の内容 自然環境の

２

保全と再生

目
　
　
　
的

年

　昭和５７年度より公

度

益重要林（県指定）を

評

主
た
る
内
容

　県の松く

価

い虫防除事業費補助金

）

を活用し、
設定し、冬

刈

期に薬剤の樹幹注入を

谷

行い、松く 刈谷市北部

市

樹林地の松くい虫の防

事

除を行う。
い虫による

務

被害の防止を図る。

位

事

置
づ
け

関連計画 第2次

業

緑の基本計画

根拠法令

評

森林病害虫等防除法

対

価

象者 市民 事業期間 昭和

シ

５２年度 ～

実施方法 ■

ー

直営　■委託　□指定

ト

管理　■補助・助成　

（

□その他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　

当

業
　
実
　
績

３０年度実

部

績 元年度実績 ２年度実

都

績 ３年度計画

・樹幹注

市

入　 ・樹幹注入　 ・樹

政

幹注入　 ・樹幹注入　

策

　アンプル数　308

部

本 　アンプル数　25

一

0本 　アンプル数　2

般

80本 　アンプル数　

会

296本

・健全な松へ

計

の薬剤注入を行い、被

松

害拡大の防止に繋がっ

く

た。

成果

・薬剤の効果

い

を持続させるには、定

虫

期的な薬剤注入が必要

防

である。

課題

指標名称

除

（単位）
実績値 目標値

事

３０年度 元年度 ２年度

業

３年度 ５年度

成果 緑や

担

自然を身近に感じるこ

当

とができると思う市民

課

の 61.8 ― 67.3

公

70.0 70.0
指標

園

割合（％）
 

指標

他市

緑

との
比較検証

地課

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事

管

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

理

：千円
３０年度 元年度

係

２年度 ３年度 ２年度

（

8

決算） （決算） （決算

4

） （予算） 事業費内訳

6

事業費　① 1,439 1,289 1,485 1,599 合計 1,485,000 円
委託



人件費　② 1,350 1,348 1,307 1,318

総事業費（①＋②） 1,350 1,348 1,307 1,319

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２年度特定財源名称

２年度までの累積事業費 0

４年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市環境

基本施

令

策 公園緑地・緑化
施策

和

体系
施策の内容 緑化の

２

推進

目
　
　
　
的

　刈谷

年

市緑化推進基金条例に

度

基づき、余剰金

主
た
る

評

内
容

　緑化推進基金に

価

余剰金等を編入し、そ

）

の運
等を緑化推進基金

刈

に繰り入れ、市内の緑

谷

化を 用益により、各種

市

緑化事業を推進する。

事

図る。

位
置
づ
け

関連計

務

画  

根拠法令 刈谷市緑

事

化推進基金条例第5条

業

対象者 市民 事業期間 平

評

成１９年度 ～

実施方法

価

■直営　□委託　□指

シ

定管理　□補助・助成

ー

　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事

名

　
業
　
実
　
績

３０年度

担

実績 元年度実績 ２年度

当

実績 ３年度計画

運用収

部

入及び基金の取崩し 運

都

用収入及び基金の取崩

市

し 運用収入及び基金の

政

取崩し 運用収入及び基

策

金の取崩しを
893,

部

620円を事業費に充

一

てた。862,620

般

円を事業費に充てた。

会

533,557円を事

計

業費に充てた。事業費

緑

に充てる。

・基金を民

化

有地緑化推進事業等に

推

充て、市内の緑化に努

進

めている。

成果

・基金

基

運用収入に加え、基金

金

を取崩して事業費に充

積

てており、このままの

立

状態が続けば、事業費

事

の見直しを検討する必

業

要

がある。
課題

指標名

担

称（単位）
実績値 目標

当

値

３０年度 元年度 ２年

課

度 ３年度 ５年度

指標
 

公

指標
 

他市との
比較検

園

証

緑地課

款 項 目 担当

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

係

ス
　
ト

単位：千円
３０

業

年度 元年度 ２年度 ３年

務

度 ２年度

（決算） （決

係

算） （決算） （予算）

8

事業費内訳

事業費　①

4

0 0 0 1 合計 0 円

財

6

　
源

特定財源 0 0 0 1

一般財源 0 0 0 0

職員



Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 福祉安全

基本

令

施策 防災
施策体系

施策

和

の内容 災害に強いまち

２

づくり

目
　
　
　
的

　児

年

童福祉施設（児童遊園

度

）の災害復旧を行

主
た

評

る
内
容

　児童福祉施設

価

(児童遊園)の災害復

）

旧工事を
う。 行う。

位

刈

置
づ
け

関連計画  

根拠

谷

法令  

対象者 市民 事業

市

期間 ～

実施方法 ■直営

事

　■委託　□指定管理

務

　□補助・助成　□そ

事

の他

業評価シート （様

Ｂ
　
事
　
業
　

式

実
　
績

３０年度実績 元

１

年度実績 ２年度実績 ３

）

年度計画

　 　 　 　
　 　

会

　 　
　 　 　 　
　 　 　 　

計

　　　―――――――

名

　　　―――――――

担

　　　―――――――

当

　　　―――――――

部

実績なし

成果

実績なし

都

課題

指標名称（単位）

市

実績値 目標値

３０年度

政

元年度 ２年度 ３年度 ５

策

年度

 
指標

 
指標

 
他

部

市との
比較検証

一般会計
民生施設

Ｃ
　

災

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

害

位：千円
３０年度 元年

復

度 ２年度 ３年度 ２年度

旧

（決算） （決算） （決

事

算） （予算） 事業費内

業

訳

事業費　① 0 0 0 2

担

,000 合計 0 円

財

当

　
源

特定財源 0 0 0 0

課

一般財源 0 0 0 2,0

公

00

職員人件費　② 0

園

0 0 0

総事業費（①＋

緑

②） 0 0 0 2,000

地

建
設
事
業

全体事業費（

課

単位：千円） 0 ２年度

款

特定財源名称

２年度ま

項

での累積事業費 0

４年

目

度以降の事業費見込 0

担当係 管理係

11 1 1



3 3

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 福祉安全

令

基本施策 防災
施策体系

和

施策の内容 災害に強い

２

まちづくり

目
　
　
　
的

年

　都市計画施設（公園

度

及び街路樹）の災害復

評

主
た
る
内
容

　都市計画

価

施設（公園及び街路樹

）

）の災害復
旧を行う。

刈

旧工事を行う。

位
置
づ

谷

け

関連計画  

根拠法令

市

 

対象者 市民 事業期間

事

～

実施方法 ■直営　■

務

委託　□指定管理　□

事

補助・助成　□その他

業評価シート （様式

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

１

績

３０年度実績 元年度

）

実績 ２年度実績 ３年度

会

計画

　 　 　 　
　 　 　 　

計

　 　 　 　
　 　 　 　
　　

名

　――――――― 　　

担

　――――――― 　　

当

　――――――― 　　

部

　―――――――

平成

都

21年度は13件の災

市

害復旧工事を行い、復

政

旧完了した。

成果
平成

策

22年度は1件の災害

部

復旧工事を行い、復旧

一

完了した。

 

課題

指標

般

名称（単位）
実績値 目

会

標値

３０年度 元年度 ２

計

年度 ３年度 ５年度

 
指

都

標
 

指標
 

他市との
比

市

較検証

計画施設災害復旧

Ｃ
　
事
　
業
　

事

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

業

３０年度 元年度 ２年度

担

３年度 ２年度

（決算）

当

（決算） （決算） （予

課

算） 事業費内訳

事業費

公

　① 0 0 0 5,000

園

合計 0 円

財
　
源

特定

緑

財源 0 0 0 0

一般財源

地

0 0 0 5,000

職員

課

人件費　② 0 0 0 0

総

款

事業費（①＋②） 0 0

項

0 5,000

建
設
事
業

目

全体事業費（単位：千

担

円） 0 ２年度特定財源

当

名称

２年度までの累積

係

事業費 0

４年度以降の

管

事業費見込 0

理係

11


